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	９月１６日東京高等裁判所民事第二部（大橋寛明裁判長）において、七生養護学校「こころとからだの学習裁判」の控訴審判決が行われ、七生養護学校の教育に介入した都議の行為とこれを黙認し、厳重注意処分を発した都教委の行為を違法として損害賠償を命じた原審を維持する判決を言い渡しました。
	判決は、学習指導要領の法的拘束力について「一言一句拘束力すなわち法的拘束力を有することは困難」であり、「教育を実践する者の広い裁量」の教育における重要性を強調しました。その上で教育委員会の権限についても「教員の創意工夫の余地を奪うような細目にまでわたる指示命令等を行うことまでは許されない」とし、「本件性教育は学習指導要領に違反しているとはいえない」と明確に判断を示しました。

